


•白山砂防で最初に造られた谷止工の一つです。

•標高 2,000ｍを超える高地の施設で、当時は我国で

最高峰の砂防施設です。

•使用された石材は現地で採取し、セメントを使わな

い空石構造です。

•下流法面は流路の形状に合わせて両翼部より凹ませ

た形状になっています。

甚之助谷第2号谷止工施設位置

は登録有形文化財砂防施設を示す。

 

•白山直轄砂防初期でしか見られない水通庇が使用

されています。

•手取川大出水（昭和９年）以前の施設で、竣工当

時の原形を最も良く保持しており、昭和初期の施

設計画や施工技術・施工方法に係わる歴史を伝え

る歴史的価値の高い砂防施設です。

甚之助谷上流第16号砂防堰堤

 

•我国で最初に三次元応力解析により設計された砂

防堰堤であり、当時の設計・施工技術に係わる歴

史を現在に伝える歴史的価値の高い砂防堰堤です。

•堤高は 41ｍで、三次元形式では我国最大です。

•貯砂量 230 万ｍ3は我国屈指です。

•越流水が両袖部下流岩盤を叩き侵食の恐れがある

ことから岩盤保護のため、水叩きを設けています。

御鍋砂防堰堤

•白山直轄砂防初期の階段状堰堤群です。

•白山直轄砂防初期でしか見られない水通庇が使用

されています。

•大規模な地すべり地帯に設置されているため、地

すべりによる亀裂が生じて補修されていますが、変

状が小さく原形を保持しているため、昭和初期の施

工計画や施工技術・施工方法等、施工に関する歴史

を現在に伝える歴史的価値の高い砂防施設です。

甚之助谷砂防堰堤群（１１基）

•白山直轄砂防で最初に施工された堰堤の一つです。

•我国最初の階段状堰堤です（堰堤設置に適した岩

盤の無い箇所で堰堤を設ける方法であり、既存堰堤

を基礎として階段状に堰堤を設置する最初の試験的

な堰堤です）。

•白山直轄砂防初期でしか見られない水通庇が使用

されています。

柳谷第７号砂防堰堤

甚之助谷第２号谷止工

（大正4年完成）
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甚之助ヒュッテ

甚之助谷第16号砂防堰堤

（昭和8年完成）

甚之助谷砂防堰堤群

（昭和7～13年完成）

柳谷第7号砂防堰堤

（昭和３年完成）

御鍋砂防堰堤

（昭和32年完成）


